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　私たちの住むまち、春日市。暮
く

らしやすいまちとして発
は っ

展
て ん

をつづけています。

　ここには１万年以上も前から、人々の生活がありました。弥
や

生
よ い

時代には、大
た い

陸
り く

からた

くさんの進んだ文化が日本に伝わってきます。その玄
げ ん

関
か ん

口
ぐ ち

である博
は か

多
た

湾
わ ん

にほど近い春

日の地では、いち早く新しい技
ぎ

術
じゅつ

が根づき、文化が発展しました。そして、この地に暮ら

した人々の足
あ し あ と

跡は、日本でも有
ゆ う

数
す う

の貴
き

重
ちょう

な遺
い

跡
せ き

としてのこされてきたのです。

　このガイドブックでは、春日市にあるたくさんの文
ぶ ん

化
か

財
ざ い

のごく一部を紹
しょう

介
か い

しています。

みなさんは、身近な場所に貴重な文化財がのこっていることに驚
おどろ

くかもしれません。

　さあ、一
い っ

緒
し ょ

に時をさかのぼって、私たちの春日市の魅
み

力
りょく

を探
さ が

しに出かけましょう。

私たちのまち・春日市ってどんなまち？

春日市のはじまりと5つの村
５地域の代表的な
神社が見られるよ！

やり方はP4を見てね！

　春日市は、現在 14.15 ｋ㎡の面積の中に約 11 万 2 千人の人々
が暮らす住

じゅう

宅
た く

都
と

市
し

です。もとは、1889 年に須
す

玖
ぐ

村
む ら

・小
こ

倉
く ら

村
む ら

・春
か す

日
が

村
む ら

・上
か み

白
し ろ

水
う ず

村
む ら

・下
し も

白
し ろ

水
う ず

村
む ら

という５つの村が集まり、春日村と
なったことがはじまりです。
　どの村ものどかな農

の う

村
そ ん

でしたが、それぞれの風
ふ う

土
ど

に根
ね

ざした
特
と く

色
しょく

のある歴
れ き

史
し

を歩
あ ゆ

み、地域の文化を育
はぐく

んできました。今でも
いろいろな場所にのこっている鎮

ち ん

守
じ ゅ

の神
じ ん

社
じ ゃ

やお寺、石
せ き

碑
ひ

、そこ
にまつわる行

ぎょう

事
じ

や伝
で ん

説
せ つ

などは、人々が大切に守り伝えてきた地
域の歴史の証

しょう

人
に ん

たちです。
　このガイドブックでは、春日市の歴史をより身近に感じてもら
うために、５つの旧

きゅう

村
そ ん

に基
も と

づいた５つの地域に分けて紹介して
いきます。
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旧石器時代
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千
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〇
年
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〇
〇
年

七
〇
〇
年

八
〇
〇
年

　大昔の　大昔の遺遺
いい

跡跡
せ きせ き

がたくさんのこされた春日市は、豊かな歴史にがたくさんのこされた春日市は、豊かな歴史に彩彩
いろどいろど

られたまちです。とくにられたまちです。とくに弥弥
やや

生生
よ いよ い

時代の時代の遺遺
いい

跡跡
せ きせ き

群群
ぐ んぐ ん

は、全国的に有名で注目されていますが、その後もは、全国的に有名で注目されていますが、その後も現現
げ んげ ん

在在
ざ いざ い

にいたるまで人々の歩みはつづき、さまざまなにいたるまで人々の歩みはつづき、さまざまな足足
あ しあ し

跡跡
あ とあ と

を見ることができます。私たちのまち・春日市のを見ることができます。私たちのまち・春日市の歴歴
れ きれ き

史史
しし

とと文文
ぶ んぶ ん

化化
かか

財財
ざ いざ い

を、日本の主な出来事とを、日本の主な出来事と一一
い っい っ

緒緒
し ょし ょ

に見てみましょう。に見てみましょう。

春日市歴史年表春日市歴史年表

平安時代奈良時代

知ってる？私たちのまちの歴史！

飛鳥時代古墳時代
前期 中期 後期

弥生時代縄文時代

土
器
が
な
い
打
製
石
器
の
文
化

土
器
を
使
用
し
は
じ
め
る

土
偶
や
石
棒
を
用
い
た
お
祭
り
が
盛
ん
に
な
る

稲
作
の
伝
来

金
属
器
の
使
用
が
は
じ
ま
る

多
く
の
小
国
が
現
わ
れ
は
じ
め
る

5
7 

奴
国
王
が
後
漢
に
使
い
を
送
り
、金
印
を
授
か
る

2
3
9  

邪
馬
台
国
の
卑
弥
呼
、
魏
に
使
い
を
送
る

大
和
政
権
の
統
一
が
進
み
、
各
地
に
前
方
後
円
墳
が
つ
く
ら
れ
る

6
0
4 

聖
徳
太
子
、
憲
法
十
七
条
を
定
め
る

6
4
5 

大
化
の
改
新

6
6
3 

白
村
江
の
戦
い
に
敗
れ
、翌
年
か
ら
水
城・大
野
城
な
ど
を
築
く

7
1
0 

平
城
京
に
都
を
移
す

7
9
4 

平
安
京
に
都
を
移
す

5
2
7 

筑
紫
国
造
磐
井
の
乱

5
3
8 

仏
教
伝
来

早・前期 中期 後期

柏
田
遺
跡
･
駿
河
A
遺
跡
な
ど
か
ら
ナ
イ
フ
形
石
器

門
田
遺
跡
の
爪
形
文
土
器

伯
玄
社
遺
跡
な
ど
弥
生
時
代
の
集
落
・
墓
地
が
つ
く
ら
れ
始
め
る

急
激
な
人
口
増
加
、
須
玖
遺
跡
群
が
成
立
・
発
展
す
る

須
玖
岡
本
遺
跡
に
奴
国
王
墓
や
王
族
墓
が
つ
く
ら
れ
る

青
銅
器
や
ガ
ラ
ス
製
品
が
盛
ん
に
つ
く
ら
れ
、
工
房
群
が
現
れ
る

日
拝
塚
古
墳
、
下
白
水
大
塚
な
ど
前
方
後
円
墳
が
つ
く
ら
れ
る

ウ
ト
グ
チ
瓦
窯
で
瓦
が
つ
く
ら
れ
る

天
神
山
小
水
城
・
大
土
居
小
水
城
が
築
か
れ
る

先
ノ
原
遺
跡
・
春
日
公
園
内
遺
跡
の
官
道
跡

春
日
神
社
創
建
。
春
日
の
名
の
は
じ
ま
り
と
な
る
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八
〇
〇
年

一
二
〇
〇
年

一
三
〇
〇
年

一
五
〇
〇
年

一
六
〇
〇
年

一
七
〇
〇
年

一
八
〇
〇
年

一
九
〇
〇
年

二
〇
〇
〇
年

昭和時代大正
時代

明治
時代江戸時代室町時代 安土桃山時代鎌倉時代平安時代 平成

時代戦国時代南北朝

https://kasuga.ne.jp

（※パケット通信料が必要です。）

（※一部機種では再生されない場合があります。）

ＳＡＭＰＬＥ

ＳＡＭＰＬＥ

（
現・西
日
本
鉄
道
）

1
9
8
9 

九
州
旅
客
鉄
道（
J
R
九
州
）春
日
駅
設
置

1
5
4
9 

キ
リ
ス
ト
教
伝
来

全
国
に
荘
園
が
広
が
る

9
0
1 

菅
原
道
真
が
大
宰
府
長
官
に
左
遷
さ
れ
る

1
1
9
2 

源
頼
朝
が
征
夷
大
将
軍
に
な
る

1
2
7
4 

文
永
の
役
元
・
高
麗
軍
が
九
州
北
部
を
襲
う

1
2
8
1 

弘
安
の
役

1
3
3
8 

足
利
尊
氏
が
征
夷
大
将
軍
に
な
る

1
5
4
3 

鉄
砲
伝
来

豊
臣
秀
吉
が
九
州
を
平
定
、
天
下
統
一
す
る

1
6
0
3 

徳
川
家
康
が
征
夷
大
将
軍
に
な
る

享
保
の
改
革
、
新
田
開
発
を
奨
励
す
る

1
7
8
4 

志
賀
島
で
「
漢
委
奴
国
王
」
の
金
印
が
発
見
さ
れ
る

1
8
5
3 

ペ
リ
ー
、
浦
賀
に
来
航

1
8
6
7 

大
政
奉
還

1
9
0
4 

日
露
戦
争

1
9
2
3 

関
東
大
震
災

1
9
4
1 

英
米
に
宣
戦
布
告
し
太
平
洋
戦
争
は
じ
ま
る

1
9
4
5 

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
し
日
本
降
伏
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
統
治

1
9
5
2 

日
本
、
主
権
回
復

1
9
6
4 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

Ｉ
Ｔ
革
命
、
携
帯
電
話
が
普
及
す
る

　
　
　
　

 

東
海
道
新
幹
線
開
通
、
高
度
経
済
成
長

2
0
1
1 

東
日
本
大
震
災

熊
野
神
社
（
岡
本
）
が
創
建
さ
れ
る

小
倉
荘
・
白
水
荘
な
ど
の
名
が
古
い
文
書
に
み
え
は
じ
め
る

中
白
水
遺
跡
に
有
力
者
の
館
が
あ
ら
わ
れ
、白
水
村
が
発
展
す
る

島
津
勢
の
兵
火
で
春
日
神
社
が
焼
失

1
6
2
7 

黒
田
美
作
守
一
成
が
春
日
神
社
を
つ
く
り
直
す

福
岡
藩
の
御
旗
組
八
軒
が
昇
町
に
移
住

1
6
6
4 

武
末
新
兵
衛
、
白
水
池
の
土
手
を
か
さ
上
げ
す
る

1
8
8
9 

春
日
、上
白
水
、下
白
水
、小
倉
、須
玖
の
５
村
が
合
併
し
、春
日
村
発
足

1
8
9
9 

須
玖
岡
本
遺
跡
に
奴
国
王
墓
が
発
見
さ
れ
る

1
9
2
4 

九
州
鉄
道
春
日
原
駅
設
置
、周
辺
が
市
街
地
化
し
て
い
く

米
軍
進
駐
、
春
日
原
一
帯
が
基
地
の
街
に
な
る

1
9
5
3 

町
制
施
行
。
春
日
町
と
な
る

1
9
7
2 

市
制
施
行
。
春
日
原
基
地
か
ら
米
軍
全
面
撤
退

令和
時代
二
〇
一
九
年

1
4
6
7 

応
仁
の
乱

QRコードQRコードでで動動
ど うど う

画画
がが

がが見られる!!見られる!!

歴史の流れを

感じてみよう！

2
0
2
１ 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
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私たちと私たちと一一
い っい っ

緒緒
し ょし ょ

にに春春
か すか す

日日
がが

市市
しし

のの文文
ぶ んぶ ん

化化
かか

財財
ざ いざ い

をを探探
た んた ん

険険
け んけ ん

しようしよう！！！！

春日市の小学校に通
かよ

う５年生の男の子。歴
れき

史
し
が大好き。いつかみ

んなを驚
おどろ

かせるよう

なお宝
たから

を発
はっ

見
けん

したい

と思っている。

春日市の小学校に通う

５年生の女の子。お父

さんが歴史好きで、

休みの日は博
はく

物
ぶつ

館
かん

や

資
しりょうかん

料館に行くことが

多い。

か
す
み

か
す
み

奴奴なな

国国
こ

く

こ

く

王王
お

う

お

う

か
ず
や

か
ず
や

え、奴
な

国
こ く お う

王！？文
ぶ ん

化
か

財
ざ い た ん け ん

探険のはじまり
ついた～！！
奴
な こ く

国の丘
お か

歴
れ き

史
し

資
し り ょ う か ん

料館！
古代文化の勉強をするなら
ここが一番だよね

ホントにかずやは
遺

い

跡
せき

や文化財が
好きだよねぇ

だって何百年、何千年前の
モノがのこっているなんて
すごいことだよ！

おお！
おぬしら
ワシが
見えるのか？

ワシはかつて
この地をおさめて
おった奴国王じゃ

ぼくたちは 春日市の歴史や
文化財を 調べにきたんだ!

おぬしらは
なぜここに
来たんじゃ？

これも何かの縁
えん

じゃ！
ワシが春日市の歴史を
案
あん

内
ない

してやろう！
おぬしらも
探険隊

たい

に変
へん

身
しん

じゃ！！

きゃあ！ 
浮

う

いてる！？
たのしみだな～♪

たのしみだな～♪

わぁい！

い
く
ぞ
～
♪

い
く
ぞ
～
♪

お、おじさんは
一体……？

？

突
とつぜん

然あらわれた

古
こ
代
だい

の王さま。

かずやとかすみを

強
ごう

引
いん

に歴史の世界

に引き込
こ
んでいく。

1

3

5

2

4
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須玖岡本遺跡坂本地区でみつかった
ものです。小型の矢じり（鏃

やじり

）の型
が７個つながったものが７列ありま
す。この鋳型で 49 個の銅の矢じりを
一度につくることができます。

弥生時代、青銅器はとても貴
き

重
ちょう

なも
のでしたが、春日市では西

に し

方
か た

遺跡で
銅
ど う ほ こ

矛10本、原
は る

町
ま ち

遺跡で銅
ど う

戈
か

48本など
たくさんの青銅器がみつかっていま
す。

市指定有形文化財

　春日市内からは、たくさんの　春日市内からは、たくさんの遺遺
いい

跡跡
せ きせ き

が発見されています。奴国の丘歴史資料館には、が発見されています。奴国の丘歴史資料館には、弥弥
やや

生生
よ いよ い

時代の時代の埋埋
ま いま い

蔵蔵
ぞ うぞ う

文文
ぶ んぶ ん

化化
かか

財財
ざ いざ い

を中心に、いろいろな時代のを中心に、いろいろな時代の貴貴
きき

重重
ちょうちょう

なな遺遺
いい

物物
ぶ つぶ つ

をを展展
て んて ん

示示
じじ

しています。また、しています。また、体体
た いた い

験験
け んけ ん

コーナーやイベンコーナーやイベン

トをトを通通
と おと お

して、楽しく歴史を学ぶことができます。して、楽しく歴史を学ぶことができます。

注
ちゅう

目
も く

の展
て ん

示
じ

品
ひ ん

！！

銅
ど う

鏃
ぞ く

鋳
い

型
が た

武
ぶ

器
き

形
が た

青
せ い

銅
ど う

器
き

草
そ う

葉
よ う

文
も ん

鏡
き ょ う

（銅
ど う

鏡
き ょ う

）ガラス勾
ま が

玉
た ま

とガラス小
こ

玉
だ ま

場所………〒816-0861　春日市岡本3-57
開館時間…9：00～17：00（入館は16：30まで）
休館日……第3火曜日（祝日の時はその翌日）
　　　　　12月28日～1月4日
入館料……無料　駐車場…22台（無料）
交通手段…JR南福岡駅から徒歩20分
コミュニティバス「奴国の丘歴史資料館」で下車
コミュニティバス「岡本1丁目」で下車、徒歩7分
問い合わせ先：TEL092-501-1144
URL………https://www.city.kasuga.fukuoka.jp/miryoku/history/historymuseum/index.html

施設情報

奴国奴国のの丘歴史資料館丘歴史資料館

奴国奴国のの丘歴史公園丘歴史公園

須玖岡本遺跡岡本地区の甕
か め

棺
か ん

墓
ぼ

の副
ふ く

葬
そ う

品
ひ ん

です。ガラスの勾玉と 824 個以
上の小玉が一緒にみつかりました。
勾玉の長さは 4.8cm で弥生時代最大
級です。

古代中国でつくられ、日本にもたら
された青

せ い ど う

銅の鏡
かがみ

です。直径20㎝以上
の鏡は、中国でも王

お う こ う

侯クラスのお墓
は か

からしかみつかりませんが、奴国王
のお墓からは3面もみつかりました。

楽しく

学べるよ！

やり方はP4を見てね

弥生時代にタイムスリップ！！
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考
こ う こ し り ょ う て ん じ し つ

古資料展示室
弥
や よ い

生時代の貴重な埋
まいぞう

蔵文化財を中心に、多くの遺
い ぶ つ

物
を展示しています。

民
み ん ぞ く し り ょ う て ん じ し つ

俗資料展示室
昭和の始め頃まで使われていた農具や
生活道具を展示しています。

エントランスホール
学習資料・ぬりえや土

ど き

器パズルなどが
あります。

青
せ い ど う き

銅器づくりのジオラマ
弥生時代の青銅器づくりの様子をリア
ルに再現しています。

体
たいけん

験コーナー
勾
まがたま

玉づくり（有料）が体験できます。

国指定有形文化財 市指定有形文化財

　奴国の丘歴史公園では、須
す ぐ お か も と

玖岡本遺
い せ き

跡の一
部が調査され、弥生時代中期につくられた
甕
か め か ん

棺墓
ぼ

と住
じゅうきょ

居の跡
あ と

がみつかりました。
　現在は保存整備され、丘の上の 2 つのドー
ムでは、発

は っ く つ

掘 調
ちょう

査
さ

を行った当時の状
じょうたい

態で甕
棺墓などを見学することができます。また奴
国の王様が眠っていた甕棺の上に置かれて
いた、巨大な「王

お う

墓
ぼ

の上
う わ い し

石」も見ることがで
きます。

奴
な

国
こ く

の丘
お か

歴
れ き

史
し

公
こ う え ん

園を歩いてみよう！

歴史資料館は楽しく学べる仕
し

掛
か

けがいっぱい！

銅
ど う

鉾
ほ こ

鎔
よ う

笵
は ん

（銅
ど う

矛
ほ こ

鋳
い

型
が た

）

弥
や

生
よ い

琴
ご と

（復
ふ く

元
げ ん

）

1978 年に、辻
つ じ

畑
ばたけ

遺跡から弥生時代後期の琴
こ と

と思われる木製の板が出土しました。これを
もとに、春

か す

日
が

市
し

郷
き ょ う ど

土史
し

研
けんきゅう

究会
か い

会員が弥生琴を
復元しました。

奴国の丘歴史公園 ドーム（覆屋）内部

江
え

戸
ど

時代に発見された、弥生時代の
銅矛の鋳型です。この鋳型は石製で、
上下二つに分かれています。銅矛を
つくるときは二つをつないで使った
と考えられます。

金
き ん

製
せ い

垂
す い

飾
し ょ く

付
つ き

耳
み み

飾
か ざ り

日拝塚古墳でみつかったといわれて
いる金製垂飾付耳飾です。鎖

くさり

や飾り
の部分に細かな細工が施

ほどこ

されている
ところが特徴です。

赤
あ か い で こ ふ ん

井手古墳からみつかった須恵器で
す。大きな壺に小さな壺がたくさん
付いていることから、「子

こ も ち つ ぼ

持壺」と呼
ばれています。壺をのせるための台
（器

き だ い

台）も一緒にみつかりました。

子
こ

持
も ち

壺
つ ぼ

と須
す

恵
え

器
き

器
き

台
だ い
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　１辺 2.3 ㎝、重さ 108 ｇの純
じゅん

金
き ん

製
せ い

のスタンプです。古代中国の皇帝
が、奴国の王を正式に認

み と

めたことを
あらわす「漢委奴国王」の５文字が
刻
き ざ

まれています。

２千年前にあり！！
春日市の黄金時代は

ってなんだ？奴国奴国

　弥生時代の日本列島には小さな国がたくさんあり、春日市を中心と
する福岡平野一

い っ

帯
た い

は、奴国とよばれる有力な国でした。奴国は大陸の
進んだ文化をいち早くとり入れて発

は っ

展
て ん

しました。
　古代中国の歴史書には、奴国は他の国に先がけて中国の皇

こ う て い

帝に使い
を送り、「漢

か ん の わ の な の こ く お う

委奴国王」の金
き ん い ん

印を与えられたと記してあります。奴国は
日本列島の国の中ではじめて歴史に名を刻

き ざ

んだ国なのです。
　弥生時代の終わり頃の奴国は、2万世帯以上の人々が暮

く

らす強力な国
だったことが分かっています。

中国との盛
さ か

んな交
こ う り ゅ う

流があった大きな国

上部のつまみの部分は
蛇
へび

をかたどったものです

奴国の王様って

私たちが住んでいる

近くにいたのね！

国
く に

のはじまり
　金属器が伝わると、鉄器は実用的
な工具や農具、青

せ い ど う

銅器
き

はお祭りの
宝
ほ う も つ

物として使われました。道具の発達
により、農業生

せ い さ ん

産や土木建
け ん ち く ぎ じ ゅ つ

築技術が急
速に進展しました。

金
き ん ぞ く

属器
き

の使用
　大

た い り く

陸から北部九州に伝わった稲作
が各地に広まり、人々の生活を大き
く変えました。人々が協

きょうりょく

力して大地
を耕

たがや

し、稲作を行い、収
しゅうかく

穫した米を
蓄
たくわ

えるようになりました。

　強いリーダーがいる集団が、より
良い土地を求めて争い、次

し だ い

第に日本
各地に国としてのまとまりが生ま
れます。政

せ い じ そ し き

治組織が発達するととも
に、身分の差が現

あらわ

れはじめます。

稲
い な さ く

作で社会が大きく変わった

奴国と周辺の国々

弥
や

生
よ い

時代ってどんな時代？

「漢委奴国王」の金印
中国の皇帝が奴国王に与えた「金印」
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２千年前にあり！！

いや 、金印を
もらったのは
ワシの数

すう

代
だい

後
あと

の
奴国王なんじゃが…

このあたりが
奴国の中心地だったって
ホント？

2000 年前のまちの上に
今のまちが建

た

っているんじゃな

稲
い な

作
さ く

も
このあたりで最初に
根

ね

付
づ

いたのじゃよ

最
さ い せ ん た ん

先端の技術を
持った工

こ う ぼ う ぐ ん

房群も
あってな

奴国って
とっても
進んだ国
だったのね！

当時の北部九州には
奴国の他にも文化の進んだ
地

ち

域
い き

があってな

後
漢

東シナ海

伊
都
国

伊
都
国

奴
国
奴
国

不
弥
国

不
弥
国

日本海

大
た い り く

陸と行き来し、新しい文化を
とりいれておったんじゃよ

だが、当時世界最
さ い こ う

高の文明と
技術を持った中国の皇

こ う て い

帝から
金印をもらったのは 奴国だけじゃ

なんせワシの墓
は か

もあるし
当
と う じ

時の日本列島の中でも
有
ゆ う す う

数の都市だったのじゃ

今でも発
は っ

掘
く つ

調
ち ょ う さ

査をすると
青
せ い

銅
ど う

器
き

やガラスの
工
こ う

房
ぼ う

跡
あ と

などが発
は っ け ん

見される
ことがあるんじゃ

弥
や

生
よ い ぶ ん

文化
か

の先
せ ん し ん

進地
ち

だった奴
な

国
こ く

うむ

奴国王
スゴイ！

なかなかやるわね！

福岡市博
は く ぶ つ か ん

物館に
展
て ん

示
じ

してあるよね！

1

3

5

2

4

6

7
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銅
どうけん

剣 銅
どうほこ

矛 銅
どう

戈
か

銅
どうきょう

鏡 銅
どうたく

鐸

青銅器のつくり方 ～銅矛編～

青青
せ い ど うせ い ど う

銅銅器器
きき

工房工房

ガラス工房ガラス工房

鉄器工房鉄器工房

奴
な

国
こ く

の繁
は ん

栄
え い

を支えた生
せ い

産
さ ん

工
こ う

房
ぼ う

群
ぐ ん

　石を彫
ほ

り込
こ

んでつくった鋳
い

型
が た

をあわせて、その中に
銅とすずの合

ご う き ん

金（青銅）を流し込んでつくる青銅器。青
銅器をつくるには、高度な技

ぎ

術
じゅつ

や大
た い り く さ ん

陸産の原料が必
ひ つ よ う

要
で、当時の最

さ い せ ん た ん

先端技術でした。奴国の須玖遺跡群から
は、青銅器の鋳型が200点以上、広さが2,000㎡に及ぶ
国内最大のものを含めた工房跡がいくつも発見され
ました。ここでつくられた青銅器は西日本の各地にも
たらされました。

　ガラスづくりの技術は弥生時代に大陸から伝わりました。春日市
では、全国ではじめてガラス工房と認

に ん て い

定された須
す

玖
ぐ

五
ご

反
た ん

田
だ

遺
い

跡
せ き

のほ
か、須玖岡本遺跡坂本地区などでも、ガラス玉がつくられていたよ
うです。

　弥生時代には、まだ鉄をつくる技
ぎ じ ゅ つ

術はなく、大陸から鉄
て つ

を輸
ゆ に ゅ う

入し、
それを加工して鉄器をつくっていました。赤

あ か

井
い

手
で

遺
い

跡
せ き

や仁
に

王
お う

手
て

A遺
い

跡
せ き

からは、鉄器をつくった跡がみつかっており、鍛
か

冶
じ

をおこなって
いたと考えられています。

鋳
い が た

型

中
な か

型
ご

湯
ゆ

口
ぐ ち

るつぼ

合わせた鋳型

溶
と

けた青銅

中型

弥生時代の先
せ ん し ん

進技
ぎ じ ゅ つ

術

弥生時代のおしゃれを生み出す工房

奴国の鉄器づくり

須玖遺跡群

南北2km南北2km

　春日丘
きゅう

陵
りょう

の周辺には須
す

玖
ぐ

岡
お か

本
も と

遺
い

跡
せ き

など、弥
や

生
よ い

時代の重
じゅうよう

要な遺跡がたくさん集まっています。この東
西１㎞、南北２㎞の範

は ん

囲
い

に集
しゅうちゅう

中する遺跡は、一つの大きな集落と考えられ、「須玖遺跡群」とよばれて
います。この地域では、奴国の繁栄を支えた青銅器や鉄器などをつくった工房跡もみつかっています。
※春日丘陵…市内のほぼ中央を南北にとおる小高い丘のこと

春日市

東西1km東西1km

鋳型(外型)2つと、空
くうどう

洞部分を
つくるための中型を１つつくる

鋳型と中型を組み合わせ、高温で
溶かした青銅を「湯口」から流し込む

十分に冷ましてから取り出し、
表面を磨

みが

き上げるとできあがり

市内の遺跡からみつかったガラス製品

赤井手遺跡からみつかった鉄器
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青銅器って
図かんで
見たことあるよ

あの
緑色の…

緑色なのは
見つかるまでの
長い時間の中で
さびたからなんだよ

そうじゃ！完
か ん

成
せ い

した時は
光りかがやいておった

キレイ……
こんなに
ピカピカだったのね

当時、このように
光りかがやく宝

ほ う も つ

物は
青銅器以外になかったのじゃ！

これが奴国の
青銅器工房じゃ！

わあ！

これが古代の
最先端技術なのね！

だからこそ権
けんりょくしゃ

力者は
自分の力を示すために
青銅器をたくさん
作りたかったんじゃな

ワシを含
ふく

めて…

大陸に近いということも関
か ん け い

係して
青銅器工房や鉄器工房
ガラス工房の跡

あ と

地
ち

は
北部九州に集中しておる

そのうちの
半数以上が
春
か す

日
が

市に
あるんじゃ

青銅器工房を見てみよう！

見よ！

1

3

5

2

4



　　　　　あ、　　　　

JR 南福岡駅
文

文

文

文

老松神社
（中の宮）

老松神社
（中の宮）

  住吉神社
（ナギの杜）

  住吉神社
（ナギの杜）

須玖五反田遺跡須玖五反田遺跡

春日北小学校春日北小学校

日の出小学校日の出小学校

老松神社
（上の宮）

老松神社
（上の宮）

須玖タカウタ遺跡須玖タカウタ遺跡

須玖小学校須玖小学校 奴国の丘歴史資料館
奴国の丘歴史公園
奴国の丘歴史資料館
奴国の丘歴史公園

王墓の上石王墓の上石

熊野神社熊野神社

須玖岡本遺跡須玖岡本遺跡 陸上自衛隊
福岡駐屯地
陸上自衛隊
福岡駐屯地

春日北中学校春日北中学校

須玖岡本遺跡坂本地区須玖岡本遺跡坂本地区
須玖 岡本
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　 須 玖 岡 本 遺 跡 は 春 日 丘
きゅうりょう

陵 の 北
ほ く

端
た ん

に 南 北 約
300m、東西約 200m の範

は ん

囲
い

で広がっている弥
や

生
よ い

時代の遺跡です。特に奴国王
お う

墓
ぼ

をはじめとする王
族の甕

か め

棺
か ん

墓
ぼ

があることや、たくさんの青
せ い ど う

銅器
き

やガ
ラス製

せ い ひ ん

品をつくるための道具がみつかっているこ
とから、全国的に注目されています。

須
す

玖
ぐ

岡
お か

本
も と

遺
い

跡
せ き

（国指定史
し

跡
せ き

）
奴国の王

お う

都
と

、その中心的な存在

　最近の調査では、平成 28 年に弥生時代中期の
甕棺から銅

ど う け ん

剣と銅剣の柄
つ か

に付ける飾
か ざ

りの青
せ い ど う せ い

銅製
把
は と う し ょ く

頭飾がみつかりました。青銅でできた把頭飾が
奴国の地域内でみつかったのは初めてで、お墓の
穴の大きさは縦 5.2m ×横 3.9m で、甕棺を使った
お墓としては国内最

さ い だ い き ゅ う

大級のものでした。お墓の大
きさなどから、このお墓に埋

う

められていた人はと
ても身分の高い人と考えられています。

奴奴
なな

国国
こ くこ く

のの強強
きょうきょう

大大
だ いだ い

さを伝える数々のさを伝える数々の遺遺
いい

跡跡
せ きせ き

須玖地域須玖地域
す ぐ ち い　き

市指定有形文化財／銅剣と青銅製把頭飾
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　須玖岡本遺跡で見つかった王墓に葬
ほうむ

られていたのは約 2,000
年前の王様で、古代中国の皇

こ う て い

帝から金
き ん い ん

印をもらった奴国王より
50 ～ 60 年ぐらい前の人です。
　もともと王墓の上には、長さ 3.3 ｍ、幅

は ば

1.8 ｍ、重さ４ｔの大
きな石が置かれていました。1899 年、地元の人が家を建

た

てるた
めに石を移動させたところ、石の下から甕

か め か ん

棺と青
せ い ど う

銅器
き

などが見
つかりました。その後の研究によって、鏡

かがみ

が 30 面前後、武器が
10 本程度、勾

ま が た ま

玉などの豪
ご う

華
か

な品がたくさん納
お さ

められていること
がわかりました。また、この甕棺墓は他のお墓から少し離

は な

れた
ところにあり、とても丁寧に埋められていたことから、特別な
存
そ ん ざ い

在であったことがわかります。
　現

げ ん

在
ざ い

、甕棺墓の上に置かれていた大
お お い し

石は奴
な

国
こ く

の丘
お か

歴史公園に
移

い

設
せ つ

して保存されており、自由に見学することができます。

須
す

玖
ぐ

岡
お か も と

本遺
い

跡
せ き

坂
さ か も と

本地
ち

区
く

　須玖五反田遺跡では、土でつくったガラス勾玉の鋳型、玉
を磨

み が

いた砥
と

石
い し

、ガラスがくっついた容
よ う

器
き

、つくりかけの勾玉
などが住

じゅうきょ

居跡などから発見されました。ガラス玉をつくる
ための道具がたくさんみつかったことから、ガラス工房が
あったことがわかりました。　

　須玖岡本遺跡坂本地区は、特に集中して青銅器
をつくっていた跡

あ と

が見つかっています。これま
で青銅器の鋳

い

型
が た

が 50 点以上もみつかっており、
約 2,000 ㎡の中に工房がたくさんあったことが分
かっています。
　これは国内最大規

き

模
ぼ

であり、発見された鋳型な
どから、儀

ぎ

式
し き

や埋
ま い そ う

葬につかう鏡や銅
ど う た く

鐸、銅
ど う ほ こ

矛をは
じめとした武器形の祭

さ い

器
き

など、さまざまな青銅器
をつくっていたと考えられます。

須
す

玖
ぐ

五
ご

反
た ん

田
だ

遺
い

跡
せ き

王
お う

墓
ぼ

の上
う わ い し

石（市指定有形文
ぶ ん

化
か

財
ざ い

）

鏡
かがみいがた

鋳 型：鏡 を つ く る た め の
型。2枚合わせた型のくぼみ
に溶

と

かした青銅を流し込ん
でつくります。

るつぼ：青銅器をつくるとき、
原料を溶かすために使った器
です。

目を見
み

張
は

る副
ふ く そ う ひ ん

葬品の数々、奴
な

国
こ く

の王様のお墓
は か

国内最大級の青銅器工
こ う

房
ぼ う

全国初の発見！弥生時代のガラス工房跡

王墓の上石

奴国王墓ジオラマ

ガラス勾玉の鋳型



土
ど せ い こ ま い ぬ

製狛犬
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　須玖タカウタ遺跡は、須玖岡本遺跡の西側にある遺跡で、弥
生時代の集

しゅうらく

落やお墓
は か

が発見されています。
　平成 26 年度の調査では、日本で青

せ い ど う き

銅器の生産が始まったこ
ろのいろいろな種類の青銅器鋳

い が た

型がみつかりました。
　鋳型には石や土でつくられたものがあり、特に土

ど せ い い が た

製鋳型から
は、当時の人が鋳

ちゅうぞう

造のための高い技
ぎ じ ゅ つ

術を持っていたことが分か
りました。

　岡
お か

本
も と

の鎮
ち ん じ ゅ

守の神社で、国
く に

生
う

みの神であるイザナギ、イザナミを祀っ
ています。熊野神社の境内には市指定天然記念物のオオバヤドリギ
が生

せ い い く

育しています。

　航
こ う か い

海の安全をつかさどる神様をまつっています。境
け い だ い

内にはナギ
の木がまとまって生えていて、県指定天然記念物となっています。昔
は、このナギの木を神社の建

た

て替
か

えなどに使っていたそうです。

住
す み

吉
よ し

神
じ ん

社
じ ゃ

とナギの杜
も り

（県指定天
て ん ね ん

然記
き

念
ね ん ぶ つ

物）

熊
く ま

野
の

神
じ ん

社
じ ゃ

古代の海がむすぶ神社と木

地
ち

域
い き

を見守る神様

須
す ぐ

玖タカウタ遺跡
青銅器をつくり始めたころの鋳型

市指定有形文化財／
須玖タカウタ遺跡出土の土製鋳型

　ナギの葉は、ひっぱっても切れにくい性
せ い

質
し つ

があります。愛
あ い

する人と別
わ か

れないように、縁
え ん

が切れないようにという願
ね が

いをこめて、縁
え ん む す

結びのお守
りとして使われてきました。須

す

玖
ぐ

地区では、花
は な よ め

嫁がナギの葉を衣
い し ょ う

装の帯
お び

にはさんで婚
こ ん れ い

礼にのぞむという習
な ら

わしがあります。

ナギの葉は恋のお守り？
ナギの木

　江戸時代に熊野神社へ奉
ほうのう

納された
素

す や

焼 き の 狛 犬 で す。狛 犬 の 大 き さ は
21cmで、1688年に吉村清五郎が奉納
したと記録に残っています。

鋳
ちゅうぞうさいげんじっけん

造再現実験の様子を

みることができるよ！

市指定有形民俗文化財

やり方はP4を見てね
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　土器が登
とうじょう

場したことで、食べ物を煮
に

たり、保
ほ

存
ぞ ん

したりできるようになり
ました。縄文と名前がついているように、縄

な わ

で文
も ん

様
よ う

をつけたものもありま
す。それ以外にも竹や貝

か い

がらで文様をつけたもの、強くなでたり磨
み が

いたり
したもの、何も模

も

様
よ う

をつけないものなど、地
ち

域
い き

や時期によってたくさんの
種
し ゅ

類
る い

があります。

　縄文土器と比べると、色が明るく、薄
う す

くて硬
か た

いのが特
とくちょう

徴です。形はシンプ
ルで実

じ つ よ う て き

用的なものになり、貯
ち ょ ぞ う

蔵・煮
に

炊
た

き・食器・棺
ひつぎ

として利用され、壺
つ ぼ

・
甕
か め

・高
た か つ き

杯などがつくられました。これらの土器の中には、赤く塗
ぬ

られたも
のがあり、お祭りのときに使われました。

　斜
し ゃ め ん

面をトンネル状
じょう

に掘
ほ

ってつくった「のぼり窯
が ま

」で焼かれた硬い土器で、
青
せ い

灰
かいしょく

色をしています。つくり方が朝
ちょうせん

鮮半島から伝わり、日本では 5 世紀ご
ろにつくられはじめました。これまでの土器に比べて、硬く丈

じょう

夫
ぶ

で水を通
しにくい反

は ん め ん

面、熱
ね つ

に弱いため、主に食器や貯
ち ょ ぞ う

蔵用の壺、水がめとして使われ
ていたようです。

弥
や

生
よ い

土
ど

器
き

須
す

恵
え

器
き

稲
いなさく

作が始まり土器の種類も多様化

古
こ

墳
ふん

の副
ふくそうひん

葬品としても使われた

おいしいものが食べられる
ようになったよ！

土器を焼く技
ぎ じ ゅ つ

術は九州北部から
東に広がったんだって！

煮炊き用には「土
は じ き

師器」という
種類の土器を使っていたよ！

人が入る大型の土器までつくられた

弥生時代の北部九州で主流だった甕
か め

棺
か ん

墓
ぼ

　お墓
は か

の種類は地域や時代によって違います。北部九州では弥生時代
中期に甕棺墓という大きな土器を使う埋

ま い そ う

葬方法が流
りゅうこう

行しました。
　甕棺墓は地面に穴

あ な

を掘
ほ

って大きな甕に亡
な

くなった人を入れ、甕・壺・
板などで蓋

ふ た

をしたカプセルのようなお墓です。副葬品が入っているこ
とはあまりないため、当時の貴

き ち ょ う

重品
ひ ん

である銅
ど う け ん

剣、鏡
かがみ

、玉類などがみつ
かったごく一部の甕棺墓は、その地域の有力者のお墓であったといえ
るでしょう。

縄
じ ょ う

文
も ん

土
ど

器
き

煮
しゃ

沸
ふつ

により人々の健
けんこう

康状
じょうたい

態も良
りょうこう

好に

何千年もの時を経
へ

て、進
し ん

化
か

しつづけた土
ど

器
き

時代を語
か た

る土
ど

器
き

の歴史

1

3

2



文

文

文

文

文

文

須玖小学校須玖小学校

春日東小学校春日東小学校

春日東中学校春日東中学校
ふれあい文化センター
市民スポーツセンター
ふれあい文化センター
市民スポーツセンター

大谷小学校大谷小学校

春日小学校春日小学校

住吉神社住吉神社

西方遺跡西方遺跡 仁王手 A遺跡仁王手 A遺跡

春日中学校春日中学校
竹ヶ本古墳竹ヶ本古墳

赤井手遺跡・古墳赤井手遺跡・古墳

いきいきプラザいきいきプラザ

えんじゅえんじゅ

昇町

宝町

光町
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赤
あ か

井
い

手
で

古
こ

墳
ふ ん

（市指定史
し

跡
せ き

）
　赤

あ か

井
い

手
で

遺
い

跡
せ き

の最も高い場所にある古
こ

墳
ふ ん

です。直径 30 ｍ、高
さ３～５ｍの円

え ん ぷ ん

墳で、６世
せ い

紀
き

につくられました。古墳の中に
は横

よ こ あ な し き せ き し つ

穴式石室があり、装
そうしょく

飾付きの須
す

恵
え

器
き

や鉄器、銅
どうきょう

鏡や管
く だ だ ま

玉、
鉄
て つ ほ こ

矛、鉄
て っ と う

刀などたくさんの副葬品が納
お さ

められていたことから、
この地の有

ゆ う り ょ く し ゃ

力者のお墓
は か

と考えられています。
　近くには竹ヶ本古墳があり、辺

あ た

りがまだ丘
お か

だったころは、仲
よくならぶ２つの古墳の姿

すがた

が見
み

渡
わ た

せたことでしょう。

むかしと今をつなぐ生活のあと、むかしと今をつなぐ生活のあと、伝伝
で んで ん

統統
と うと う

行事行事

小倉地域小倉地域

希
き

少
しょう

な副
ふ く

葬
そ う

品
ひ ん

に浮かび上がる首
し ゅ

長
ちょう

の姿

こ く 　 ら

赤井手古墳の石室

須
す

恵
え

器
き

の子
こ も ち つ ぼ

持壺と器
き

台
だい

わ～！

おもしろい形

ち い　き

墳丘
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　小倉地区は小高いところにあるため、農業に使う水のほと
んどをため池にたよるしかなく、昔から水不足に苦しんで
いました。そこで、江

え

戸
ど

時代の終わり頃
ご ろ

、小倉村の庄
し ょ う や

屋であっ
た白水喜四郎は、上流の春日村にあるため池（小

こ

倉
く ら し ん い け

新池）か
ら下流へ水を引く数kmにわたる水

す い

路
ろ

を新しくつくって、
人々の暮

く

らしを救いました。
　住吉神社内には、白水喜四郎の功

こ う

績
せ き

に感
か ん し ゃ

謝して村の人が
建

た

てた石碑があります。その石碑には、意思が強く、真
ま じ め

面目
に仕事に励

は げ

んでいた白水喜四郎の様子が書かれています。

　毎年８月中旬ごろ、小倉公民館の広場で綱
つ な

引
ひ

きが行われます。
子どもたちと大人たちが、葛

かずら

で編
あ

んだ綱を３回引き合います。綱
を引き始める度

た び

に「祝いめでた」を歌います。引き綱は３回目を
引いているときに、なたで中央から断

た

ち切り、行事は終
しゅうりょう

了します。
先
せ ん

祖
ぞ

の供
く

養
よ う

や豊
ほ う

年
ね ん

占い、厄
や く

払
ば ら

いともいわれています。

　春
か す が き ゅ う り ょ う

日丘陵西側の小
こ

高
だ か

い場所につくられた全長
25 ｍの前

ぜ ん ぽ う こ う え ん ふ ん

方後円墳です。調査がされていないの
で詳しいことはわかっていません。

住
す み

吉
よ し

神
じ ん

社
じ ゃ

にまつわる伝
で ん と う

統行事

竹
た け

ヶ
が

本
も と

古
こ

墳
ふ ん

（市指定史
し

跡
せ き

）

　毎年１月中旬ごろに、その前年に結
け っ こ ん

婚したお嫁さんたちが着
き

物
も の

姿
すがた

で住吉神社に参
さ ん

拝
ぱ い

します。そのお嫁さんのお尻を、子どもたち
がワラで編

あ

んだ棒
ぼ う

でたたきます。このお祭りには、「子どもを授
さ ず

かるように」、「お嫁さんが家になれて長くいてくれるように」と
の願いがこめられています。

まだ調
ちょう

査
さ

が行われていない、地域にのこされた古墳

嫁
よ め

ごの尻
し り

たたき
子

こ

宝
だから

を願
ね が

うお祭り

盆
ぼ ん

綱
つ な

引き
豊
ほ う

作
さ く

を願う夏の風
ふ う ぶ つ

物詩
し

なにが眠って

いるのかしら？

村人のために

必死で考え

働
はたら

いたんだね

白水喜四郎之碑

小倉村のリーダー

白
し ろ う ず

水 喜
き

四
し

郎
ろ う

古墳の形ってどんなもの？

前
ぜ ん ぽ う こ う え ん ふ ん

方後円墳
　前方後円墳とは、古墳時代によくつくられ
たお墓です。円形の部分に亡

な

くなった人を入
れ、その前に方形の部分をつくります。古墳の
大きさは、豪

ご う ぞ く

族の力の大きさを表しています。
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　むかしむかし、小
こ

倉
く ら

村
む ら

に伯
は く

玄
げ ん

という働
はたら

き者
も の

で大
お お

食
ぐ

いの
大
お お お と こ

男が住
す

んでいました。庄
しょう

屋
や

さんや村
む ら び と

人に雇
や と

われて田
た

畑
は た

の仕
し

事
ご と

をし、生
せ い か つ

活していました。村の人たちは、仕
し

事
ご と

が
はやくて上

じょう

手
ず

な伯玄を「伯玄どん」、「ハッケンさん」と
親
し た

しみを込
こ

めてよんでいました。

　ある年の秋、伯玄どんは田すき（※）の仕事を頼
まれました。伯玄どんは、早速、大きな大きなにぎ
りめしの入った弁

べ ん と う ば こ

当箱を風
ふ ろ

呂敷
し き

に包
つ つ

んで背
せ

中
な か

に担
か つ

ぎ、手にすきを持
も

ち、田んぼに入
は い

ろうとしました。
それを見

み

ていた雇
や と

い主
ぬ し

の旦
だ ん

那
な

は、伯玄どんが担
か つ

い
でいる弁当風

ふ ろ

呂敷
し き

の大きさにびっくりして、「伯玄
どん、あんたぁ、田すき仕事がはやいって聞いとる
ばってん、田すきは伯玄どんがしよるっちゃのう
して、あんたが担いどる弁当がしよるっちゃろう」
とからかったのです。

　それを聞いた伯玄どん、旦那の話が終わるか
終わらないうちに、顔

か お

がみるみる真
ま

っ赤
か

になり、
胸
む ね

のあたりで結
む す

んでいた風呂敷をほどいて、
持っていた鋤にぶら下げました。

春
か す

日
が

に伝
つ た

わる昔
む か し

話
ば な し

注）田
た

すき：田
た

畑
はた

を耕
たがや

すこと

日本の各
かく

地
ち

には、昔から語
かた

り継
つ

がれてきた民
みん

話
わ

がたくさんあります。
私たちの住む春日市に伝わる伯玄どんのとんち話の一つを紹介します。

は く げ ん
よ た
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　「そげなこと言うなら、弁当が田を耕
たがや

せるかど
うか、よーく見

み

とってつかーさい」と、田んぼの
土

ど て

手にどしんと腰
こ し

を下
お

ろしてしまったのです。
　つまらない冗

じ ょ う だ ん

談を言ったばっかりに、旦那がど
んなに謝

あやま

っても、伯
は く げ ん

玄どんは尻
し り

に根
ね

が生
は

えたよう
にビクとも動

う ご

きません。

 「伯玄どん、今のは冗談たい。弁当が田すきをできるも
んかい。許

ゆ る

してくれんか。田を耕してくれんかね」旦那は、
拝
お が

むようにして一
い ち に ち じ ゅ う

日中伯玄どんに頼
た の

み続
つ づ

けました。

 たらふく食べて、働き者、素
す

直
な お

で雇い主をおそれず、曲がったことは大
だ い

嫌
き ら

い。
田仕事もはやく、馬の看

かんびょう

病もできたという伯玄どん。
　伯玄どんが、本当にいたかどうかはわかりません。人々の生活の中から生ま
れた、農民憧

あこが

れの架
か

空
く う

のヒーローだったのかもしれません。けれど、農民のヒー
ロー、伯玄どんのお話は世

せ

代
だ い

から世代へ語
か た

り継
つ が

がれ、いつしか「民
み ん

話
わ

」となり、
今に伝わっているのです。

伯玄どんは、本当にいた人物？伯玄どんは、本当にいた人物？

　日
ひ

も暮
く

れかかった頃、伯玄どんも少
す こ

しだけ旦那が
気

き

の毒
ど く

になってきました。そこで、「わかってくれた
ならそれでよか」とひとこと言い、立ちあがりまし
た。そのあと伯玄どんは、夜

よ

さり ( 一
い ち

夜
や

) のうちに、
人
ひ と

の二
ふ つ

日
か

分
ぶ ん

の田
た

仕
し

事
ご と

をしたといいます。
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長い間、大切に受け長い間、大切に受け継継
つつ

がれるがれる伝伝
で んで ん

統統
と うと う

文化文化

春日地域春日地域

春
か す

日
が

神
じ ん

社
じ ゃ

春
か す

日
が

の杜
も り

（樟
くすのき

）（県指定天
て ん ね ん

然記
き

念
ね ん ぶ つ

物）

春日という地名の由
ゆ

来
ら い

となった神社

歴史がしのばれる11本のご神
し ん ぼ く

木

　記
き

録
ろ く

によると、中
な か の お お え の

大兄皇
お う

子
じ

（後の天
て ん

智
じ

天
て ん の う

皇）がこの地
に「天

あ め

児
の こ

屋
や

根
ねのみこと

命」をまつったことがはじまりといわれて
います。768 年、藤

ふじわらの

原田
た ま ろ

麻呂が故
こ

郷
きょう

の大
や ま と

和の国（現
げ ん

在
ざ い

の
奈

な

良
ら

県）から春
か す

日
が

大
だ い

明
みょうじん

神を迎え、春日神社をつくりまし
た。その後、戦

せ ん

国
ご く

時代に全焼してしまいますが、1627 年、
福
ふ く お か は ん

岡藩の重
じゅうしん

臣で春日村の領
りょうしゅ

主である黒
く ろ

田
だ

美
み ま さ か の か み

作守一
か ず し げ

成に
よってつくり直されました。

　境
け い だ い

内に生い茂
し げ

る 11 本の樟は、『春日の杜』とよばれて
います。その姿は雄

ゆ う だ い

大そのものです。長い間、春日神社
を見守ってくれています。
　春日神社の裏

う ら

山
や ま

に生
は

えているセンリョウ叢
そ う

林
り ん

ととも
に、県の天然記念物に指定されています。

ちが い　きか　す
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　紅葉ヶ丘遺跡からは、27 本の中
な か

広
び ろ

銅
ど う

戈
か

が発見されました。
そのうち 25 本は国の重

じゅうよう

要文
ぶ ん

化
か

財
ざ い

に指定され、京
きょう

都
と

国
こ く り つ

立博
は く ぶ つ か ん

物館
に収

しゅうぞう

蔵されています。のこりの２本は奴国の丘歴史資料館で
展
て ん

示
じ

されています。

　奈
な ら

良時代から平
へ い あ ん

安時代にかけての古代の道路が
みつかっています。この道路は大

だ

宰
ざ い

府
ふ

政
せいちょう

庁から水
み ず

城
き

西
に し

門
も ん

を通って、外国の使者達をもてなす役所で
あった鴻

こ う

臚
ろ

館
か ん

（現
げ ん

・福
ふ く お か

岡市
し

中
ちゅうおう

央区
く

）へと通じるも
のです。道路の幅

は ば

は約９～ 11 ｍあり、一直線にの
びていることが分かります。

　原町遺跡は 1969 年、工事中に偶
ぐ う ぜ ん

然発見されました。全長
35cm ほどの銅戈が、刃先を上下交

こ う

互
ご

に並
な ら

べた状
じょうたい

態で 48 本見
つかっています。このように弥

や

生
よ い

時代の青
せ い ど う

銅器
き

がまとまって
埋

う

められていた遺跡が、このほかに紅
も み じ

葉ヶ
が

丘
お か

遺跡を含
ふ く

めて市
内 4 ヶ所でみつかっています。
　集落でもない、お墓

は か

でもないところに、当時はとても貴重
な青銅器がたくさん埋められていたため、青銅器を使った
重
じゅうよう

要なお祭りの跡
あ と

ではないかと考えられています。

原
は ら

町
ま ち

遺
い

跡
せ き

紅
も み じ

葉ヶ
が

丘
お か

遺
い

跡
せ き

先
さ き

ノ原
は る

遺
い

跡
せ き

・春
か す

日
が

公
こ う え ん な い

園内遺
い

跡
せ き

の官
か ん

道
ど う

48本の銅
ど う

戈
か

、埋
ま い

納
の う

方法の不
ふ し ぎ

思議

お祭りに使われた銅戈

大
だ

宰
ざ い

府
ふ

に向かう古代のメインストリート

刃先の付け根が刃先の付け根が空空
く う ど うく う ど う

洞洞になっになっ

ていて、そこに柄を差していて、そこに柄を差し込込
ここ

みます。やりのようにみます。やりのように突突
つつ

きき

刺刺
ささ

して使います。して使います。

刃刃
はは

先先
さ きさ き

とと柄柄
ええ

が直角に組み合が直角に組み合

わさったもの。わさったもの。鎌鎌
か まか ま

のようにのように

引っかけて使います。引っかけて使います。

銅銅
ど うど う

戈戈
かか

銅銅
ど う ほ こど う ほ こ

矛矛

古代官道 想定ルート

発見された当時の状態

先ノ原遺跡

春日公園内遺跡

銅
ど う か

戈と銅
ど う ほ こ

矛の違いって？ 銅
どう

戈
か

も銅
どう

矛
ほこ

も武
ぶ き

器として日本に

伝わったけど、次
し

第
だい

にお祭り用の

道具に変わっていったよ！
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左義長の周りで、手をぱちんと打ちならして、終
しゅうりょう

了 ！

　春
か す

日
が

神
じ ん じ ゃ

社で、毎年成人の日の前日の夜に行われる、前の年に結
け っ こ ん

婚した花
は な む こ

婿と花
は な よ め

嫁をお祝
い わ

いする行事で
す。クライマックスの樽

た る

せりでは、花婿と地
ち

域
い き

の男の人たちが締
し

め込
こ

み姿
すがた

になって冷
つ め

たい池に飛
と

び込
こ

み、
縁
え ん

起
ぎ

物の樽のかけらを奪
う ば

い合います。
　婿押しが今日まで伝えられてきたのは、江

え

戸
ど

時代の領
りょうしゅ

主であった三
み な ぎ

奈木黒
く ろ

田
だ け

家が春日神社を崇
す う は い

拝し、
村びとの年中行事を守り、村びとがみんなで協力して、伝統を受けついできたからです。

1、左
さ ぎ ち ょ う

義長

2、子どもの樽
た る

取
と

り

「これからよろしくお願いし
ます」と、あいさつをする花
婿と花嫁。そして、春日地区
のみんなでお祝いをします。

ここが最大の見せ場！
花婿と春日地区の男たちは、締め込み姿になって真冬の池に
飛び込みます。寒さを忘

わす

れて樽を割
わ

り、かけらを奪い合う男た
ち！奪った樽のかけらの一片は神

かみだな

棚にお供
そな

えし、悪いことが起
こりませんように、と神様にお願

ねが

いをします。

祈
き

願
がん

の あ と、春 日 川 ( 牛
うし

頸
くび

川
がわ

)へ向かい、身を清
きよ

めます。

川からいっせいに神社の拝
はいでん

殿にか
け上がり、お参

まい

り。地域の仲間入り
をしたことのお祝いに、花婿を中
心に、祝い唄

うた

を歌いながら、みんな
でおしくらまんじゅうのように押
し合います。
最後に、神様に供

そな

えた「若
わか

水
みず

」を花
婿にかけて祝

しゅくふく

福します。

　16歳から45歳までの男の人たちが、青
せ い ね ん

年、中
ちゅうろう

老、
年
ねんちょう

長にわかれてお世話をします。女の人も、炊
た

き
出

だ

しをしたり、お嫁さんにあいさつの仕方を教え
たり約一年かけて準

じ ゅ ん び

備をします。みんなで協
きょうりょく

力す
ることで、地

ち

域
い き

の絆
きずな

が深まっていくのです。

午後7時15分、いよいよ婿押しの
はじまりです！まずは「左義長」と
よばれる「井

い

」の字に高く組み上げ
た、たきぎに点

てん

火
か

。勢
いきお

いよく炎
ほのお

が燃
も

え上がります。

大人の樽せりで使う樽を奪い
に行く「子どもの樽取り」。こ
の樽が取られると、大人たち
は樽せりが出来なくなってし
まいます！お互い、必

ひっ

死
し

の奪
い合いです。

4、樽せり

3、宿
や ど

の行
ぎょう

事
じ

6、婿
む こ

押
お

し

5、お汐
し お

井
い

取
と

り

7、千
せ ん

秋
し ゅ う ら く

楽

春
か す

日
が

の婿
む こ

押
お

し
地元住民に親しまれる勇

い さ

ましい伝
で ん と う

統行事

（国指定重要無
む

形
け い

民
み ん ぞ く ぶ ん

俗文化
か

財
ざ い

）

婿押しの流れ

祭りの世話をする三
さ ん

期
き

組
く み あ い

合 お祭りの時は

たくさんの人が

里
さとがえ

帰りするんだよ

婿押しの
動画が見られるよ！

やり方はP4を見てね！
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伝統的なお祭
ま つ

りも 大
た い せ つ

切な文
ぶ ん

化
か

財
ざ い

のひとつ！

「春日の婿
む こ

押
お

し」じゃ！
別名 「若

わ か

水
み ず

祭
まつり

」ともいわれる
クライマックスの樽

た る

せりじゃな

すごい迫
は く

力
りょく

！

！！

全国的にも
めずらしい行事で
国指定重要無

む

形
け い み ん ぞ く ぶ ん

民俗文化
か

財
ざ い

に
指定されたんじゃ　

このお祭りって
ずーっと昔から
あるんだよね

祭りや習
な ら

わしを
長く続けていくのは
実に大変でな

長く“伝統”が
続いていると
いうことは
それだけ地域を愛し、
伝統をまもろうと
力を尽

つ

くした人が
いたという事じゃ

何百年も続いてきた
人々の想

お も

いが
伝統を守っているんだね

そう考えると
すごいことね！

ぼく達も 今ある伝統文化を
大切に守っていこうね

変わらぬ姿で続いているのは
とても価

か ち

値のあるものなんじゃよ

いつごろから
あるの？

うむ
江

え

戸
ど

時代には
すでに今の形に
なっていた
ようじゃな

2

1

3

54



JR 博多南駅

文

文 文

文

文

大谷小学校大谷小学校

ウトグチ瓦窯展示館
（のぼり窯体験広場）
ウトグチ瓦窯展示館
（のぼり窯体験広場）

天神山小学校天神山小学校白水小学校白水小学校

春日西中学校春日西中学校

春日西小学校春日西小学校

白水大池公園白水大池公園

白水八幡宮白水八幡宮柏田遺跡柏田遺跡

辻畑遺跡辻畑遺跡

中白水遺跡中白水遺跡

天神山水城跡天神山水城跡

大土居水城跡大土居水城跡
門田遺跡門田遺跡

昇町

上白水池ノ下
大土居

白
水
八
幡
宮

武
士
の
屋
敷
を
囲
む
堀

25

かつて荘
しょうえん

園があった場所

　平
へ い あ ん

安時代の終わりから鎌
か ま く ら

倉時代にかけての記
き

録
ろ く

によると、市内にはいくつかの荘園があったこと
が分かっています。
　荘園とは、貴

き

族
ぞ く

や神社、お寺が手に入れた土地
のことです。現

げ ん

地
ち

の管
か ん

理
り

をまかされた武
ぶ

士
し

は、年
ね ん

貢
ぐ

の
一部を貴族などの有力者に納

お さ

めていました。
　市内にあった荘園の一つである白

しろうずのしょう

水荘は、京
き ょ う と

都
の石

い わ

清
し

水
み ず

八
は ち ま ん ぐ う

幡宮の領
り ょ う ち

地でした。中白水遺跡の発
は っ く つ

掘
調
ちょう

査
さ

では、八幡宮に代わって現地の領
りょうしゅ

主を務
つ と

めた
武士の屋

や

敷
し き

の跡
あ と

がみつかっています。
　武士は、荘園が敵

て き

から攻
せ

められたときは、リー
ダーとなって戦

たたか

います。そのため、屋敷の周
しゅう

囲
い

に
は堀

ほ り

をめぐらし、備
そ な

えていました。屋敷の近くに
は白

し ろ う ず は ち ま ん ぐ う

水八幡宮があり、村を守るために石清水八幡
宮から神様を移

う つ

したものと考えられます。

中
な か

白
し ろ う ず

水遺
い

跡
せ き

武武
ぶ しぶ し

士士たちのたちの活活
か つ や くか つ や く

躍躍のの足足
あ し あ とあ し あ と

跡跡が今ものこるが今ものこる

上白水地域上白水地域

白水八幡宮

か　み し　ろ う　ず ち い　き



JR 博多南駅

文

文 文

文

文

大谷小学校大谷小学校

ウトグチ瓦窯展示館
（のぼり窯体験広場）
ウトグチ瓦窯展示館
（のぼり窯体験広場）

天神山小学校天神山小学校白水小学校白水小学校

春日西中学校春日西中学校

春日西小学校春日西小学校

白水大池公園白水大池公園

白水八幡宮白水八幡宮柏田遺跡柏田遺跡

辻畑遺跡辻畑遺跡

中白水遺跡中白水遺跡

天神山水城跡天神山水城跡

大土居水城跡大土居水城跡
門田遺跡門田遺跡

昇町

上白水池ノ下
大土居

？
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　ウトグチ瓦窯展示館は、古代の窯跡群である
牛頸須恵器窯跡の一角にあります。九州最古級
の瓦専

せ ん

用
よ う

ののぼり窯で、展示館では１号窯を発
は っ

掘
く つ

当時のまま保
ほ

存
ぞ ん

、展示しています。
　また体験広場では、年間を通じて焼

や

きものづ
くり体験をすることができ、古代の陶

と う げ い

芸家
か

気分
が味

あ じ

わえます。

　日本の瓦づくりは仏
ぶっきょう

教の広がりと深くかかわりがありま
す。瓦は仏教のお寺に欠

か

かせないものだからです。６世
せ い

紀
き

の終わり頃
ご ろ

から近
き ん

畿
き

地方でお寺の建
け ん

設
せ つ

がはじまり、瓦がた
くさん必

ひ つ よ う

要になりました。九州でも７世紀の終わり頃から
お寺の建設や瓦づくりが盛

さ か

んになってきました。
　このウトグチ瓦窯は、瓦専用ののぼり窯として、たくさ
んの瓦を生産していました。その中には、丸

まるがわら

瓦や平
ひらがわら

瓦のほ
かに大きな建物に使われる飾

か ざ

り瓦
がわら

もありました。

　この瓦窯で大
たいりょう

量の瓦が焼かれていたということから、
この辺

あ た

りにお寺があったのではないかと考えられていま
す。残

ざ ん

念
ね ん

ながらお寺の跡
あ と

はまだ発見されていませんが、
いつか失われたお寺の跡（廃

は い

寺
じ

）がみつかるかもしれま
せん。皆さんも窯跡を見学しながら、幻の白水廃寺がど
んな様子だったか想

そ う ぞ う

像してみませんか。

ウトグチ瓦
か わ ら

窯
が ま

展
て ん

示
じ

館
か ん

九州最
さ い

古
こ き ゅ う

級の窯
か ま あ と

跡が見学できる

瓦専用ののぼり窯

幻
まぼろし

の白
し ろ う ず は い

水廃寺
じ

探
さ が

し

鬼
おにがわら

瓦

市指定有形文化財／

市指定有形文化財／軒
のきまるがわら

丸瓦（上）・軒
のきひらがわら

平瓦（下）

はやく発見
されないかな！！

（のぼり窯
が ま

体
た い け ん ひ ろ

験広場
ば

）
（県指定史

し

跡
せ き

）

→ウトグチ瓦窯展示館：いろいろな種類の瓦
や、瓦づくりの模

も

型
けい

を見ることができます。

←１号窯跡：重ねて詰
つ

めた瓦が窯の斜
しゃめん

面
を ず り 落 ち な い よ う に、床 が 階

かいだんじょう

段 状 に
なっています。

場所………〒816-0845     春日市白水ヶ丘1-4
利用方法…（1）火曜日から金曜日
　 見 学 希 望 日 の １ 週 間 前 ま で に 文 化 財 課 に 連 絡 し て く
ださい。見学の申込みがない場合は施錠しています。

（2）土曜日・日曜日
　開館時間内であれば自由に見学できます。
開館時間… 9：00～16：00
休館日…… 月曜日・祝日 第3火曜日・12月28日～1月4日
入館料…… 無料
電話番号… 092-593-1144

動画をみてみよう！！

やり方はP4を見てね！

施設情報施設情報



春日市にはため池が
たくさんあるよね！
どうしてなのかな？

水不足を救
す く

おうとした武末新兵衛

春
か す

日
が

市
し

はため池だらけ！？

ヒシャテガ浦池ヒシャテガ浦池

白水池白水池

寺田池寺田池 小倉新池小倉新池

須玖新池須玖新池
大牟田池大牟田池

惣利池惣利池

春日貯水池春日貯水池

御笠川御笠川
那珂川那珂川

中原新池中原新池

中原中池中原中池
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白
し ろ

水
う ず

池
い け

と武
た け

末
す え

新
し ん

兵
べ

衛
え

　春日市には、現在 20 のため池がのこっています。なんと、
100 年ほど前は 60 から 100 ものため池があったという記

き

録
ろ く

が
あります。
　福

ふ く お か

岡平野には那
な

珂
か

川
が わ

と御
み

笠
か さ

川
が わ

という二つの大きな川が博
は か

多
た

湾
わ ん

に向
む

かって流れていますが、春日市はこれらの川にはさま
れた小

こ

高
だ か

い土地であったことから、大きな川から田んぼへ水
を引くことができませんでした。
　そこで私たちの先

せ ん

祖
ぞ

は、農業に使う水を得
え

るために小高い
丘
お か

の谷
た に

間
ま

をせきとめて、大小たくさんのため池をつくったの
です。その中で最

さ い だ い

大のため池が、今ものこる白水池です。白
水池は「筑前三大大池」の１つといわれています。白水池が
今のように大きなため池になるには、武

た け す え し ん

末新兵
べ

衛
え

という偉
い

人
じ ん

の活
か つ や く

躍がありました。

　そこで新兵衛は、白水池の土
ど て

手を高くし、ため池にたま
る水の量を増やす計画を思い立ちました。まず、新兵衛は
上白水村と下白水村の庄屋に何度もお願

ね が

いに行き、ようや
く二つの村の協

きょうりょく

力を取りつけることができました。
　つぎは藩

は ん

へのお願いです。当時の土木工事は必ず藩の
許
き ょ

可
か

が必
ひ つ よ う

要だったのですが、なかなか許可がおりず、何度
も計画書をつくり直して、20 回目でようやく工事の許

き ょ

可
か

をもらうことができました。
　こうして始まった工事は、新兵衛がリーダーとなり、た
くさんの村人の協力のもと、10 年以上の年月をかけて完
成しました。

　江
え

戸
ど

時代の須
す

玖
ぐ

村は、水不足に苦しんでいました。そのため村より上
流の下

し も し ろ う ず

白水村と上
か み し ろ う ず

白水村にある白水池の水を分けてほしいと思ってい
ました。しかし、白水池の当時の水の量

りょう

は二つの村に配ってしまうと、他
の村に配る余

よ

裕
ゆ う

はありませんでした。
　どうにかして須玖村に水を引きたいと考えた須玖村の庄

しょう

屋
や

である新
兵衛は、「白水池にたまる水の量を増

ふ

やせばよいのだ」とひらめいた
のでした。



武末新兵衛って、どんな人だったの！？

市指定有形文化財／仕
し

渡
わた

ス書
かき

物
もの

之
の

事
こと

現在の白水大池公園
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　須玖村の庄屋の家に生まれました。子どものときから、水不
足に苦しむ村人を見て、どうにかしたいと考えていました。
　工事をするには、土手をどれくらい高くするか、働

はたら

く人は何
人必

ひ つ よ う

要か、お金はいくらかかるかなど、計算する事がたくさん
ありました。新兵衛は、これらに通じ、人のために動くことの
できる努

ど

力
りょく

家
か

で、まさにリーダーだったのです。争いを起こす
ことなく、平和的な解

か い け つ さ く

決策を導
みちび

きだした新兵衛。
　その後、たくさんの村人の生活を救

す く

った白水池は、現在公園
として私たちの憩

い こ

いの場となっています。また、新兵衛の功
こ う せ き

績
をたたえる石

せ き

碑
ひ

が、須玖の老
お い ま つ

松神
じ ん じ ゃ

社（上
う え

の宮
み や

）境
け い だ い

内に建てられ
ています。

今の言葉で簡単に書きなおしたもの

須
玖
村
の
た
め
に
水
の
量
が
つ
い
に
ふ

え
た
。古
い
土
手
ま
で
に
た
ま
っ
た
水
は

二
つ
の
白
水
村
が
と
る
。

土
手
が
高
く
な
っ
て
た
ま
っ
た
水
は
須

玖
村
が
と
る
。新
し
く
つ
け
た
栓せ

ん

を
ぬ
く

と
き
は
、お
た
が
い
が
言
い
あ
っ
て
一い

っ
し
ょ緒

に

す
る
こ
と
。

水
の
量
が
減へ

っ
た
と
き
は
、下
に
あ
る

栓
を
ぬ
き
、あ
と
で
そ
の
と
っ
た
水
の

日
数
分
だ
け
も
ど
す
こ
と
。

右
の
と
お
り
に
決
ま
っ
た
の
で
、こ
れ

か
ら
先
の
年
も
少
し
も
間ま

違ち
が

わ
な
い
よ

う
に
。

      寛か
ん
ぶ
ん文
四
年(

一
六
六
四
年)上

白
水
村
庄
屋

下
白
水
村
庄
屋

　

 

新
兵
衛
ど
の
へ

　
藩
の
役や

く
に
ん人

一
、

一
、

一
、

水をわけるきまり
　「土

ど て

手のかさ上げで増えた水は須玖村に配っても
らう」という約

や く そ く

束をしたのですが、それでも争
あらそ

いが
起こることが考えられました。そこで、1664 年に三
つの村のあいだで、水を分けあう “きまり” をつく
りました。それが、武末家に代

だ い だ い つ た

々伝わる「仕
し

渡
わ た

ス書
か き

物
も の

之
の

事
こ と

」です。「分
ぶ ん

水
す い

の書
し ょ

」ともよばれています。

全国でも珍しい溜池を守る条例

春
か す が し た め い け ほ ぜ ん じ ょ う れ い

日市溜池保全条例
　時代が移

う つ

り変わるにつれ、宅
た く

地
ち

開
か い

発
は つ

のために
次々と埋

う

め立てられ数を減
へ

らしたため池。
　1974 年に「このままではいけない！」と、溜
池の保全に関する条例（1985 年に改正され、現
在は「溜池保全条例」）がつくられました。これ
は全国でも非

ひ

常
じょう

にめずらしい条例で、春日市の
自然環

か ん

境
きょう

の保全に役立っています。　　　

春日市のため池は
生活を支える大切な
ものだったんだ！

武末新兵衛物語の
動画を公開中！

やり方はP4を見てね！



JR 博多南駅

文

文

文

文

大谷小学校大谷小学校

春日西中学校春日西中学校

春日西小学校春日西小学校

天神山水城跡天神山水城跡

大土居水城跡大土居水城跡

春日小学校春日小学校 えんじゅえんじゅ

昇町八幡宮前
庚申塔
昇町八幡宮前
庚申塔

下白水大塚古墳下白水大塚古墳

白水の井白水の井

浄運寺前
庚申塔
浄運寺前
庚申塔

日拝塚古墳日拝塚古墳

昇町

上白水池ノ下
大土居

下白水
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地地
ちち

域域
い きい き

のの力力
ちからちから

強強
づ よづ よ

いきずな、自然とのいきずな、自然との共共
きょうきょう

生生
せ いせ い

を感じるを感じる

下白水地域下白水地域

　春日市では日拝塚古墳の次に大きな前方後円墳で、周
しゅうこう

溝を含め
た古墳の長さは約 55 ｍと考えられています。６世

せ い

紀
き

終わりごろ
から７世紀初めごろにつくられたと考えられています。江戸時代
以

い

降
こ う

につくられたお墓や道路工事によって古墳の形が大きく変
わっていますが、発

は っ く つ

掘調
ち ょ う さ

査では、幅
は ば

約４ｍの周溝や横
よ こ あ な し き せ き し つ

穴式石室が
あったことが分かっています。古墳の中からはお祭りに使われた
と考えられる人形や亀

か め

の甲
こ う が た

形の土
ど

製
せ い

品
ひ ん

がみつかりました。

　市内には亡
な

くなった人の供
く

養
よ う

や災
わざわ

いからのがれるためなど、
色々な思いを込めて建

た

てられた石造物が多く残っています。
　村の出入り口に近い道ばたなどに建てられ、災いが村に入ら
ないようにという願いも込めれられています。市内にのこる 12
の庚申塔のうち、半分は下白水地区にあります。昇

のぼり

町
ま ち

八
は ち ま ん ぐ う ま え

幡宮前、
浄
じ ょ う う ん じ

運寺前
ま え

の庚
こ う し ん と う

申塔は江
え ど

戸時代につくられたものです。

下
し も し ろ う ず お お つ か

白水大塚古
こ

墳
ふ ん

（市指定史
し

跡
せ き

）

庚
こ う し ん と う

申塔

かつては巨
き ょ だ い

大な姿だった前
ぜ ん ぽ う こ う え ん ふ ん

方後円墳

願
ね が

いが込められた石
せ き ぞ う ぶ つ

造物

昇町八幡宮前庚申塔 浄運寺前庚申塔

し　も　 し　ろ　 う　ず　 ち い　き
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文

文

文

文

大谷小学校大谷小学校

春日西中学校春日西中学校

春日西小学校春日西小学校

天神山水城跡天神山水城跡

大土居水城跡大土居水城跡

春日小学校春日小学校 えんじゅえんじゅ

昇町八幡宮前
庚申塔
昇町八幡宮前
庚申塔

下白水大塚古墳下白水大塚古墳

白水の井白水の井

浄運寺前
庚申塔
浄運寺前
庚申塔

日拝塚古墳日拝塚古墳

昇町

上白水池ノ下
大土居

下白水
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　春日市最大の前方後円墳で、６世紀につくられました。下白水大塚古
墳とともに地域の有力者のお墓

は か

と考えられます。古墳の中心線がほぼ
東西を向いており、春

しゅんぶん

分・秋
しゅうぶん

分の頃
こ ろ

には、古墳の16km東方にある大
お お

根
ね

地
ち

山
や ま

山
さんちょう

頂から昇
の ぼ

ってくる太陽を拝
お が

むことができます。このことから、日
ひ

を拝む塚
つ か

＝日拝塚の名がつきました。
　古墳の大きさは、周

しゅう

囲
い

にめぐる周溝を含めると長さ 60 ｍ以上で、高
さは 5.5 ｍです。後円部の中には、高さ２ｍもある巨

き ょ だ い

大な石
せ き

材
ざ い

を使った
横
よ こ あ な し き せ き し つ

穴式石室がつくられています。石室には有力者が埋
ま い そ う

葬されたことを
ものがたる銅

どうきょう

鏡、装
そ う し ん

身具
ぐ

、武
ぶ き

器、馬具、須
す え き

恵器
などの副

ふ く そ う ひ ん

葬品がたくさん納
お さ

められていました
が、1929年に盗

と う く つ

掘されてしまいました。
　幸い、盗掘品の多くは回収されて、現在は
東
とうきょう

京国
こ く り つ は く ぶ つ か ん

立博物館に保
ほ

管
か ん

されています。奴国の
丘歴史資料館では、ここからみつかったと伝
えられる金

き ん せ い す い し ょ く つ き み み か ざ り

製垂飾付耳飾を展
て ん

示
じ

しています。

日
ひ

拝
は い づ か

塚古
こ

墳
ふ ん

（国指定史
し

跡
せ き

）
古代から変わらない年に2度の幻

げ ん そ う て き

想的な日の出

えんじゅ（市指定天
て ん ね ん

然記
き

念
ね ん ぶ つ

物）
植
しょくぶつ

物の活
い

きる力、樹
じ ゅ れ い

齢100年を超
こ

える大
た い ぼ く

木

「生きたい！」って力が
奇跡を起したんだね

金
きんせいすいしょくつきみみかざり

製垂飾付耳飾

日拝塚古墳の全景 日拝塚古墳の石室

　春日小学校の校庭に雄
ゆ う だ い

大にそびえる大木
えんじゅ。樹

じ ゅ れ い

齢 100 年を超
こ

える大木ですが、
1982 年に春日市を襲

お そ

った台風で、根元から
倒
た お

れてしまいました。誰
だ れ

もが回
か い ふ く

復はできない
と思っていましたが、その後の手当てにより
奇

き

跡
せ き

的に生き返ったのです。今も青々とした
枝
え だ

葉
は

を茂
し げ

らせ、子どもたちの成長を見守って
います。普

ふ

通
つ う

は「槐
えんじゅ

」と書きますが、縁
え ん

起
ぎ

を
かついで「延

え ん じ ゅ

寿」と書かれることもある、春
日市の天然記念物です。

　春日市の地形は、南北に細長い丘に小さな谷間がいくつも入り
込

こ

んで形づくられています。この丘の西側は崖
が け

になっていて、そ
の下から湧

わ

き水が流れ出ているところが白水の井とよばれていま
す。日

ひ で

照りでも枯
か

れることがなく、ずいぶん昔から生活用水とし
て使われています。現在は住

じゅうたく

宅地
ち

の中に埋
う

もれていますが、いま
だに清らかな水が湧き出ています。

白
し ろ う ず

水の井
い

（走
は し

り井
い

）
「白

し ろ う ず

水」の地名の由
ゆ

来
ら い

となった、清
き よ

らかな湧
わ き み ず

水

昔の人々の生活を
うるおしていたのね！

東

西
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水城跡（国指定特
と く べ つ

別史
し

跡
せ き

）

版
は ん

築
ち く

と木
も く

樋
ひ

　

　 水 城 は、663 年 に 朝
ち ょ う せ ん

鮮
半
は ん と う お き

島沖の白
は く そ ん こ う

村江で日本が
唐
と う

と新
し ら ぎ

羅の連
れ ん ご う ぐ ん

合軍と戦
たたか

っ
て 大

た い は い

敗 し た た め、日 本 が
攻
こ う げ き

撃 さ れ た 場 合 に 備
そ な

え、
大

だ

宰
ざ い

府
ふ

を守る巨
き ょ だ い

大な防
ぼ う え い

衛
施

し

設
せ つ

として翌
よ く ね ん

年につくられたことが記
き

録
ろ く

されています。太宰府市と大
お お

野
の

城
じ ょ う し

市の境
さかい

にのこる水城跡は、
通
つうしょう

称「大
お お

水
み ず

城
き

」ともよばれる全長 1.2km、幅
は ば

80 ｍ、高さ 10 ｍ以上の巨大な土塁です。人の手によって
つくられた土塁の外側（博

は か

多
た

湾
わ ん が わ

側）には、幅約 60 ｍの水を貯
たくわ

えた濠があったとされています。
　春日市の昇

のぼりまち

町にある大
お お

土
ど い

居水
み ず

城
き

跡
あ と

、天
て ん じ ん や ま

神山にある天
て ん じ ん や ま

神山水
み ず

城
き

跡
あ と

の２つは、大水城より規
き ぼ

模が小さい
ため「小

しょうみず

水城
き

」とよばれています。このほか、大
お お

野
の

城
じ ょ う し

市上
か み

大
お お

利
り

にも小水城があります。

　水城の土塁は、版築という朝鮮半島から伝わっ
た高度な土木技

ぎ じ ゅ つ

術を使って、たいへん丈
じ ょ う ぶ

夫に盛
も り つ ち

土
を突

つ

き固
か た

めています。また、土塁の内部には、大
きな板を組み合わせてつくった導

ど う す い か ん

水管（木
も く

樋
ひ

）が
埋

う

め込
こ

まれています。木樋は、土塁の内側で集め
た水を外側の濠に送り出す仕組みになっていま
す。大土居水城跡の発

は っ く つ

掘調
ち ょ う さ

査では、小水城ではじ
めて木樋が発見されました。

1350年の時を経
へ

て、今もなおその姿
すがた

をとどめる

現代も通
つ う よ う

用する卓
た く え つ

越した古代の建
け ん ち く

築技
ぎ じ ゅ つ

術

　古代の九州を治めていた役所に
関
か ん れ ん

連するものは「大宰府」、近年の地
名や天

て ん ま ん ぐ う

満宮は「太宰府」と区
く

別
べつ

して
書かれています。地図や本などでどっ
ちが使われているか調べてみてね！

水城・大野城・基
き い

肄城の防
ぼうえい

衛ライン

大土居水城跡出土の木樋

水城跡の
動画が見られるよ！

やり方はP4を見てね！

水
み ず

城
き

跡
あ と

～歴史的攻
こ う ぼ う

防～

水城版築工事のようす（模
も

型
けい

）

水城断面図

天神山小水城

大土居小水城

「太
だ ざ い ふ

宰府？」、「大
だ ざ い ふ

宰府？」

お濠
ほり

に水が溜
た

められて土
ど

塁
るい

が

お城
しろ

のようにそびえていたから

「水
みず

城
き

」とよばれたんだよ

敵
てき

の侵
しんにゅう

入を、濠
ほり

の水と土
ど

塁
るい

で

2重に防
ふせ

いでいたのね

奴
な

国
こく

の丘
おか

歴
れ き し し り ょ う か ん

史資料館に原
げんすんだい

寸大の

木樋のレプリカを展示しているよ
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昔の土
ど

木
ぼ く

技
ぎ じ ゅ つ

術の高さにびっくり！！

国く
に

指し

定て
い
と
く
べ
つ

特
別
史し

跡せ
き

太宰府の水城は全長約 1.2km

高さが 10 ｍだから
まさしく城

じょうへき

壁じゃ

太宰府市にある
巨大な水城の
補

ほ

助
じ ょ て き

的な役
や く わ り

割をになった
“小水城” じゃ

知ってる！ 
日本が白村江の戦いで
負けた後、唐や新羅からの
攻撃に備えて
つくられた城壁ね！

結
けっきょく

局は
使われなかったって
聞いたけど…

備えあれば憂
う れ

いなしじゃ
実
じ っ さ い

際に “つくること” で
相手に守りの備えがあること
を示したという側

そ く め ん

面もある

こんなものが
あるって知ってたら
簡単に攻撃
できないもんね

わずか 2、3 年で
これほどのものを つくったのじゃよ
もちろん機

き

械
か い

も使わずに、な

文化財を
大切にする理由が
なんとなく分かった
気がするね

そう考えると
昔の人ってすごいなあ

うむ
国
こ っ

家
か

的
て き

な
一
い ち だ い

大事
じ ぎ ょ う

業じゃ

たくさんの
人の力が
必
ひ つ よ う

要だったのね

たくさんの人の
努

ど

力
りょく

の
積

つ

み重
かさ

ねがあって
君たちの今の
くらしが
あるんじゃよ

春日市にある
2 つの水城は

1 2

3

4

5 6
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　はるか昔の人は、どんな生活を送ってい
たのだろうと考えたことはありませんか？
その様子を知る手がかりとなるのが文化財
です。
　春日市には、全国的に見てもたいへん
貴
き ち ょ う

重な文化財がたくさんあります。
　この冊

さ っ

子
し

をきっかけに、まずは、自分の
住む地

ち

域
い き

の歴史を想
そ う ぞ う

像してみてください。
家族や友

と も だ ち

達と文化財について話し合った
り、実

じ っ さ い

際に現地を訪
た ず

ねたりすると、新たな
発
は っ け ん

見もあるでしょう。もっと知りたくなっ

たら、奴国の丘歴史資料館にも調
し ら

べにきて
ください。文化財の調

ちょう

査
さ

研
けんきゅう

究は年々進
す す

みま
す。新しい情

じょうほう

報が出たら、これからも皆
み な

さ
んにお知らせしていきます。
　私たちのまちには、１万年以

い じ ょ う

上も前から
続
つ づ

いてきた人々の生活があり、また、受
う

け
継

つ

がれてきた伝
で ん と う

統があります。それらを知
り、自分の住んでいるまちの魅

み り ょ く

力を再
さ い

発
は っ け ん

見
することで、皆さん一人ひとりの心にふる
さとへの愛

あいじょう

情や誇
ほ こ

りが育
はぐく

まれることを願っ
ています。

…とまぁ、いろいろと
見てきたわけだが
春日市の歴

れ き

史
し

について
理

り

解
か い

が深
ふ か

まったかのう？

昔も今もそして未来も
つながっているんだって
ことがよく分かったよ

まったくもって
そのとおりじゃ！

次はお父さんと
一
い っ し ょ

緒に来るから
また出てきてね！

探
た ん け ん

険のおわりとこれから

みんな
春日市の文

ぶ ん

化
か

財
ざ い

を
大切にするんじゃぞ！

お わりに

えっ あっ…うむ……

春日市の歴史を
もっと知りたいときは
奴国の丘歴史資料館に
足をはこぶといいぞ！

1

3

4

2
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区分 文化財の名称 所在地

国

指

定

有形文化財
重要文化財　銅鉾鎔笵(銅矛鋳型) 奴国の丘歴史資料館
重要文化財　中広銅戈(25本) 京都国立博物館

史跡・名勝
特別史跡　水城跡 昇町7丁目53番地外 

天神山1丁目128番地外
史跡　日拝塚古墳 下白水南6丁目208番地外
史跡　須玖岡本遺跡 岡本6丁目12番地外

無形民俗文化財 重要無形民俗文化財　春日の婿押し 春日神社(春日地区)

県
指
定

有形民俗文化財 博多人形祖型 個人所蔵

天然記念物
春日の杜(樟) 春日神社境内
住吉神社のナギの杜 須玖住吉神社境内
春日神社のセンリョウ叢林 春日神社境内

史跡・名勝 史跡　ウトグチ瓦窯跡 白水ヶ丘1丁目4番地

市

指

定

有形文化財

王墓の上石（須玖岡本遺跡） 春日市奴国の丘歴史公園
銅鏡（須玖岡本遺跡Ｄ地点出土） 春日市奴国の丘歴史資料館
銅矛（須玖岡本遺跡出土） 春日市奴国の丘歴史資料館
銅剣（立石遺跡出土） 春日市奴国の丘歴史資料館
金製垂飾付耳飾（伝 日拝塚古墳出土） 春日市奴国の丘歴史資料館
漢式鏃（須玖坂本Ｂ遺跡出土） 春日市奴国の丘歴史資料館
後漢鏡（松添遺跡出土） 春日市奴国の丘歴史資料館
戦国式銅剣（立石遺跡出土） 春日市奴国の丘歴史資料館
後漢鏡（天神ノ木遺跡出土） 春日市奴国の丘歴史資料館
鉄矛（寺田池北遺跡出土） 春日市奴国の丘歴史資料館
青銅器・ガラス製品生産関連遺物及び青銅器・土器類

（須玖岡本遺跡坂本地区３～６次調査出土） 春日市奴国の丘歴史資料館

青銅器生産関連遺物及び土器類
（須玖タカウタ遺跡２・５次調査出土） 春日市奴国の丘歴史資料館

銅剣・青銅製把頭飾・甕棺
（須玖岡本遺跡岡本地区20次調査出土） 春日市奴国の丘歴史資料館

豊臣秀吉奉行人連署禁制附中島利一郎添書 春日市奴国の丘歴史資料館
仕渡ス書物之事　写（白水池水分取極書） 春日市奴国の丘歴史資料館
瓦・須恵器（ウトグチ瓦窯跡出土） 
附 上白水天神ノ木採集瓦 春日市奴国の丘歴史資料館

有形民俗文化財 土製狛犬 春日市奴国の丘歴史資料館

天然記念物
オオバヤドリギ 熊野神社境内
エンジュ 春日小学校校庭

史跡・名勝

赤井手古墳 弥生7丁目67番地外
竹ヶ本古墳 弥生6丁目2番地
下白水大塚古墳 下白水北5丁目98番地
原遺跡 白水ヶ丘6丁目147番地

指 定 文 化 財 一 覧

発　　　行 ： 春日市
編　　　集 ： 春日市協働推進部文化財課
              　　　〒816-0861　春日市岡本3丁目57番地（奴国の丘歴史資料館）　TEL：092-501-1144
初版 ： 平成26年12月　第２版 ： 令和2年3月　第３版：令和4年3月　第４版：令和5年9月

【写真・資料提供】
○福岡市博物館（Ｐ3、Ｐ9、Ｐ10　国宝金印「漢委奴国王」全景・印面）
○九州歴史資料館（Ｐ16「爪形文土器」、Ｐ31「水城断面図」「水城・大野城・基

き い

肄城の防
ぼうえい

衛ライン（大宰府の防衛網の図）」、
Ｐ32「水城東門全景」）
○九州国立博物館（Ｐ31「水城版築工事のようす（模型）」）

昔を知ろう 今を知ろう 　なるほど！かすがの文化財

大土居
天神山（　　　）
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